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器はpCO Corp. Semicam370ED-H型を用いた｡グロー放電管は中空陽極8mm､電極間距離0･ 4mm
のものを使用した｡放電用電源は松定精密(秩) HEOPT-B60-Ll型を用い､その放電電圧波形
を制御するため菊水電子(秩) 4502型波形発生器を使用した｡放電ガスは純アルゴンである｡
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